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日までにお願いします。

雪
お
ろ
し
は
早
め

’
　
℃‘

〈
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
V

避
難
口
は
二
つ
以
上
あ
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
暮
れ
の
二
十
九

　
　
　
　
　
　
日
か
ら
降
り
続
い

　
　
　
　
　
　
た
大
雪
の
た
め
、

　
　
　
　
　
　
市
で
は
去
る
三
日

　
　
　
　
　
　
県
下
の
ト
ッ
プ
を

　
　
　
　
　
　
切
っ
て
豪
雪
対
策

　
　
　
　
　
　
本
部
を
設
け
、
市

　
　
　
　
　
　
長
指
揮
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
各
方
面
の
状
況
を

　
　
　
　
　
　
把
握
し
つ
つ
、
国

　
　
　
　
　
　
道
一
一
七
号
線
の

　
　
　
　
　
　
完
全
確
保
．
小
、
中

　
　
　
　
　
　
学
校
等
公
共
建
物

　
　
　
　
　
　
　
の
除
雪
　
及
び
山

　
　
　
　
　
　
間
部
の
ナ
ダ
レ
の

　
　
　
　
　
　
危
険
情
報
を
流
す

　
　
　
　
　
　
な
ど
緊
急
対
策
を

　
　
　
　
　
　
打
ち
出
し
、
災
害

　
　
　
　
　
　
防
止
に
つ
と
め
た

　
　
　
　
　
　
　
わ
け
で
す
が
、
四

　
　
　
　
　
　
　
日
以
来
家
庭
や
事

　
　
　
　
　
　
　
業
所
等
の
雪
お
ろ

　
　
　
　
　
　
　
し
が
始
ま
っ
て
か

　
　
　
　
　
　
　
ら
市
街
地
の
交
通

流
雪
溝
な
ど
が
混
乱
し
た
た
め
、
水

あ
が
り
等
の
被
害
が
出
て
い
よ
い
よ

豪
雪
禍
は
広
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す

市
で
は
、
関
係
職
員
を
動
員
し
て
災

害
防
止
へ
の
い
く
つ
か
の
手
を
打
ち

な
が
ら
努
力
は
し
て
い
ま
す
が
、
何

と
し
て
も
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
方
か

ら
の
ご
協
力
が
必
要
で
あ
り
．
こ
れ

か
ら
の
災
害
に
対
処
し
て
、
つ
ぎ
の

こ
と
に
つ
い
て
注
意
や
ら
ご
協
力
を

お
顧
い
致
し
ま
す
。

一
、
火
災
予
防

　
豪
雪
下
の
た
め
、
避
難
口
は
少
な

く
と
も
ニ
ヵ
所
以
上
確
保
し
、
残
り

火
の
不
始
末
、
ガ
ス
漏
れ
に
注
意
し

プ
・
パ
ノ
ガ
ス
の
容
器
は
雪
の
重
み

が
か
」
ら
な
い
よ
う
に
し
て
お
く
．

二
、
ナ
ダ
レ
に
注
意

　
山
沿
い
部
落
は
、
通
学
路
の
安
全

確
保
を
図
り
、
ナ
ダ
レ
危
険
箇
所
は

回
り
道
な
ど
し
て
注
意
す
る
・

三
，
屋
根
の
雪
お
ろ
し

　
屋
根
の
雪
お
ろ
し
は
な
る
ぺ
く
早

め
に
お
ろ
し
、
特
に
地
震
な
ど
に
よ

る
倒
壊
の
恐
れ
も
あ
る
の
で
充
分
考

慮
す
る
。
な
お
「
地
震
に
備
え
て
」

の
チ
ラ
シ
は
近
く
皆
さ
ん
の
お
手
元

に
配
ら
れ
ま
す
の
で
よ
く
読
ん
で
く

だ
さ
い
。

四
、
流
雪
溝

　
積
雪
や
屋
根
か
ら
の
雪
お
ろ
し
で

一
時
的
に
混
乱
を
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
軌
道
に
乗
っ
た
ら
割
当

時
間
表
を
守
り
、
地
区
監
視
員
の
指

示
に
従
っ
て
流
雪
す
る
。

五
、
自
動
車
の
運
転

　
自
動
車
は
、
チ
ェ
ー
ソ
は
も
ち
論

ス
コ
ッ
プ
を
必
ら
ず
用
意
し
、
急
ハ

ソ
ド
ル
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
加
速
は

や
め
、
市
街
地
は
安
全
速
度
（
四
十

キ
ロ
以
下
）
を
守
る
。

豪
雪
対
策
本
部
記
録

　
カ
ッ
コ
内
は
当
日
の
積
雪
の
深
さ

▽
一
月
三
日
（
百
五
十
秀
冨
）

午
後
一
時
．
豪
雪
対
策
本
部
設
置
、

市
長
陣
頭
指
揮
に
よ
り
、
豪
雪
状
況

　　，、灘欝羅　　無　　　　肇

　　　　鑛　　　難霧
　　　　灘灘覇誘．
・騰懸、麗難麟
　漿　　　　　酬灘瀬

磯　，嚢購鞭．1

十中の除雪をする消防団

調
査
班
出
動
。

▽
四
日
（
百
五
十
五
㌢
財
）

三
役
、
関
係
課
長
、
職
員
に
よ
る
豪

雪
対
策
会
議
開
く
。

◎
決
定
事
項
（
主
な
る
も
の
）

一
、
国
道
一
一
七
線
の
確
保

二
、
小
、
中
学
校
校
舎
の
除
雪
促
進

四
、
飯
山
線
の
運
行
確
保
の
支
援
。

五
、
衛
生
セ
ン
タ
i
、
給
食
セ
ン
タ

　
ー
、
警
察
線
、
本
町
西
線
等
の
道

燃
料
確
保
対
策
。

▽
六
日
（
百
七
十
二
㌢
層
）

各
地
区
消
防
団
が
、
各
地
域
の
小
、

▽
七
日
（
百
六
十
二
㌢
厨
）

八
幡
田
は
じ
め
、
主
要
踏
切
り
に
事

故
防
止
の
横
断
幕
を
は
る
。
市
内
小

中
学
校
四
十
八
校
の
除
雪
完
了
。

ナ
ダ
レ
危
険
箇
所
＋
五
ヵ
所
に
標
柱
．

設
置
。
豪
雪
状
況
写
頁
を
県
防
災
課

に
提
出
。

▽
九
日
（
百
九
十
五
㌢
㌶
）

豪
雪
情
報
を
発
行
し
、
回
覧
と
関
係

機
関
に
配
布
。

▽
十
一
日
（
百
七
十
四
㌢
灯
）

市
道
山
高
線
た
ん
水
排
除
。
水
沢
、

下
条
地
区
屋
根
除
雪
協
力
要
請
．

昭
和
町
、
駅
通
り
排
雪
。

▽
十
三
日
（
百
六
十
一
㌢
層
）

諏
訪
町
　
学
校
町
、
水
野
町
排
雪
。

町
、
昭
和
町
排
雪
作
業
。

【
注
】
十
四
日
現
在
の
積
雪
累
計
は
四

　
　
層
九
十
一
㌢

三
．
主
要
市
道
．
地
方
道
の
圧
雪
除
，
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雪
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。
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▽
五
日
（
百
六
十
二
㌢
麿
）
　
　
　
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

新
旧
市
庁
舎
、
公
民
舘
の
除
雪
及
び
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
”

中
学
校
校
舎
の
除
雪
に
出
動
。
山
本
”
”

流
雪
溝
除
雪
。
市
水
道
施
設
の
除
雪
，
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▽
八
日
（
百
九
＋
㌢
材
）
　
　
　
　
”
…

物
資
関
係
状
況
調
査
。
　
　
　
　
　
　
”
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

▽
十
日
（
百
九
＋
㌢
層
）
　
　
　
　
”
F

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暑
喝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ

▽
十
二
日
（
百
五
十
五
㌢
層
）
　
　
　
，
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唱
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
じ

山
本
流
雪
溝
使
用
開
始
。
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▽
十
四
日
（
百
五
十
七
㌢
灯
）
　
　
”
鴫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

諏
訪
町
．
小
学
校
除
雪
完
了
。
水
野
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

年
頭
の
あ
い
さ
つ

市
　
長

　
市
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い

一
九
六
九
年
の
新
春
を
迎
え
て
市
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
心
か
ら
お
慶
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
史
上
最
高
の
大
豊
作
と

な
り
、
主
要
産
業
の
織
物
が
、
三
十

灘

鐘

二
月
九
日
か
ら
市
内

　　　＝　　　＝　　　3　　＝　　呂　　＝　　＝　2　3　昌　2＝＝2

村
　
山
　
謙
　
吉

％
伸
び
の
二
百
五
十
億
円
を
記
録
し

ま
し
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
ご
同
慶
に

た
え
ま
せ
ん
。

　
さ
て
本
年
は
、
豪
雪
に
明
け
、
し

か
も
昭
和
二
十
年
以
来
の
大
雪
と
な

り
ま
し
た
が
、
昨
年
に
引
続
き
、
流

雪
溝
の
整
備
、
消
雪
パ
イ
プ
の
設
置

が
進
み
．
従
来
に
比
べ
大
巾
に
改
善

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
本
年
は
湿
地
ブ

ル
に
よ
る
主
要
地
方
道
及
び
市
道
の

圧
雪
、
道
っ
け
に
よ
り
、
山
間
地
の

交
通
確
保
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。
飯

山
線
に
つ
き
ま
し
て
は
．
冬
期
運
行

市
外
局
番
が
変
わ
り
ま
す

　
全
国
主
要
都
市
も
ダ
イ
ヤ
ル
で

　
十
日
町
電
報
電
話
局
で
は
、
山
本

局
舎
の
サ
ー
ビ
ス
閉
始
を
二
月
九
日

と
決
め
、
同
日
午
前
零
時
か
ら
新
し

い
ダ
イ
ヤ
ル
で
通
話
が
行
な
わ
れ
ま

す
．
同
局
で
は
こ
の
た
め
二
月
五
日

頃
ま
で
全
加
入
者
に
、
新
し
い
電
話

番
号
簿
を
配
付
し
ま
す
が
、
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。一

、
市
内
局
番
と
し
て
二
局
と
七
局

　
が
で
き
る

　
市
内
通
話
は
こ
れ
ま
で
四
回
．
ダ

す
が
、
筒
番
が
新
た
に
加
わ
り
五
回

ま
お
す
こ
と
に
な
り
主
す
．

二
、
市
外
局
番
が
変
更
さ
れ
る
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現
在
の
〇
二
五
七
五
二
が
市
外
局
鵬
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

番
で
す
が
、
末
尾
の
二
が
な
く
な
り
撒

〇
二
五
七
五
と
な
り
ま
す
．

三
、
一
〇
三
番
を
と
お
し
て
い
た
全

　
国
主
要
都
市
へ
の
通
話
が
す
べ
て

　
ダ
イ
ヤ
ル
で
か
け
ら
れ
る
．

　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）
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郎
隆
郎
郎

太
　
　
一
五

政
正
彦
佐

口
坂
川
木

樋
石
小
高

長
長
役
役

　
議
　
　
入

議
副
助
収

謹賀新年
市長村山謙吉

新
春
の
あ
い
さ
つ

市
議
会
議
長

　
謹
し
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
．
希
望
に
満
ち
た
一
九
六

…
…

樋
口
政
太
郎

　
昨
年
は
、
市
の
産
業
界
は
農
業
に

お
い
て
、
二
年
連
続
史
上
最
高
の
大

豊
作
を
記
録
し
た
の
を
は
じ
め
、
地

元
織
物
産
業
も
三
百
億
円
の
大
台
に

迫
ろ
う
と
い
う
飛
躍
的
な
進
歩
を
み

ま
し
た
こ
と
は
、
五
万
市
民
と
と
も

に
喜
び
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
さ
て
本
年
は
新
春
早
々
豪
雪
に
見

舞
わ
れ
、
大
雪
に
明
け
ま
し
た
。
多

年
本
市
の
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
豪

確
保
の
た
め
、
強
力
除
雪
車
「
バ
ソ

モ
」
の
十
日
町
駅
配
置
が
決
ま
り
、

大
き
な
威
力
を
発
揮
す
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
．

　
本
年
か
ら
三
力
年
計
画
で
豊
か
な

人
間
性
の
か
ん
養
を
図
る
た
め
の
市

民
会
舘
の
建
設
に
着
手
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
一
方
久
し
く
狭
隆
で
市
民
の
皆
さ

ん
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
ま
い
り

ま
し
た
市
庁
舎
も
よ
う
や
く
新
庁

舎
が
完
成
し
、
二
月
は
じ
め
に
移
転

業
務
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
職
員
一
同
と
と
も
に
新
し
い
気

分
で
ま
す
ま
す
え
り
を
正
し
、
市
民

サ
：
ビ
ス
に
意
を
つ
く
す
よ
う
努
力

い
た
し
ま
す
の
で
市
民
の
皆
さ
ま
も

気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
る
よ
う
念
願
『

し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
市
政
を
担
当
し
て
、
つ
ね
に

明
る
く
豊
か
な
市
民
生
活
の
向
上
を

め
ざ
し
、
交
通
網
の
整
備
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
社
会
資
本
の
充
実
に
最
大

の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
．
こ
ざ
い

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご

協
力
、
ご
鞭
燵
の
程
お
願
い
申
し
あ

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
．

＝
＝
＝
2
・
2
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
2
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
働
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

●
＝
＝
＝
一
＝
＝
‘
＝
畠
・
・
＝
＝
一
〇
＝
0
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
一
一
一
＝
＝
，
＝

九
年
を
迎
え
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

清
福
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

雪
対
策
も
、
議
会
独
自
の
立
場
か
ら

対
策
運
動
を
進
め
て
い
る
も
の
の
、

ま
だ
く
壁
は
厚
い
よ
う
で
す
．
本

年
こ
そ
国
道
二
七
号
線
（
十
日
町

－
小
千
谷
）
二
五
三
号
線
（
十
日
町

ー
六
日
町
）
の
整
備
に
全
力
を
注

ぎ
、
早
急
に
無
雪
化
を
は
か
る
よ
う

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
市
道
も

本
年
は
出
来
る
限
り
市
民
の
皆
さ
ん

の
要
望
を
と
り
入
れ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
．

　
懸
案
の
市
民
会
舘
も
本
年
か
ら
と

り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
観
光
に
と
ぼ
し
い
本
市
に
、
数

年
前
か
ら
研
究
調
査
し
て
い
る
十
日

町
公
園
（
仮
称
）
も
近
い
将
来
に
お

い
て
、
実
現
へ
の
見
通
し
が
つ
く
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
．
と
も
あ

れ
昭
和
四
十
四
年
は
飛
躍
の
年
と
し

て
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
議
員
一

同
、
市
当
局
と
協
力
一
致
し
て
最
大

の
努
力
を
つ
く
し
ま
す
の
で
倍
旧
の

ご
指
導
、
ご
鞭
縫
を
お
願
い
申
し
上

げ
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。
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20

回
記
念
雪
ま
つ

2月8日9日

　
恒
例
の
雪
ま
つ
り
は
、
二
月
八
、

九
日
の
二
日
間
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま

す
。
こ
と
し
は
、
第
二
十
回
目
に
あ

た
り
．
去
る
八
日
か
ら
市
商
工
課
を

中
心
と
し
た
雪
ま
つ
り
事
務
局
が
開

設
さ
れ
、
宣
伝
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
を

急
ぐ
な
ど
準
備
に
大
わ
ら
わ
で
す

が
、
予
定
さ
れ
て
い
る
行
事
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
．

二
月
八
日
（
土
）

▽
雪
の
芸
術
展
（
審
査
七
日
）

▽
雪
の
車
窓
芸
術
展
（
飯
山
線
沿

　
線
）

▽
、
雪
の
芸
術
学
童
展
（
市
内
小
、
中

　
学
校
）

▽
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ソ
（
市
民
体
育

　
舘
）

▽
チ
ン
コ
ロ
市
（
昭
和
町
）

▽
き
も
の
展
示
会
（
十
日
町
服
装
学

　
院
）

▽
雪
具
展
（
同
）

▽
消
雪
科
学
展
（
十
高
前
）

▽
書
道
．
華
道
展
（
専
門
店
会
務
事

　
所
）

▽
雪
上
力
：
モ
ハ
ル

　
午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
十
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　
き
も
の
シ
ョ
：
（
モ
デ
ル
十
五

り

群
馬
交
響
楽
団
演
奏
や

檀
一
雄
文
化
講
演
な
ど

名
）

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ソ

　
　
中
尾
ミ
エ
、
田
辺
靖
雄
、
フ
ォ

　
　
ー
メ
イ
ツ
、
ス
ス
ク
ー
ル
メ
イ

　
　
ッ
、
津
々
美
洋
と
オ
ー
ル
ス
タ

　
　
ー
ズ
ワ
ゴ
ソ
、
シ
ョ
！
司
会
田

　
　
辺
よ
し
の
ぶ
、
全
体
司
会
磯
野

　
　
洋
子
、
三
笑
亭
笑
三
。

　
民
踊
　
繊
労
組
合
員
百
名

　
舞
踊
　
花
柳
花
春
社
中

二
月
九
日
（
日
）

▽
雪
の
芸
術
展
（
市
内
）

▽
雪
の
芸
術
車
窓
展
（
飯
山
線
沿

　
線
）

▽
雪
の
芸
術
学
童
展
（
市
内
小
、
中

　
学
校
）

▽
パ
ネ
ル
討
議
「
青
年
よ
年
少
よ
り

　
鍛
え
よ
」
　
（
商
工
福
祉
会
舘
四
階

　
ホ
ー
ル
）

▽
文
化
講
演
会

正
午
よ
り
午
後
二
時
ま
で
（
織
物

会
舘
四
ホ
ー
ル
）

講
師
檀
　
一
雄

▽
群
馬
交
響
楽
団
演
奏
会

午
後
三
時
よ
り
五
時
ま
で
（
市
民

体
育
舘
）

▽
チ
ソ
コ
ロ
市
（
昭
和
町
）

▽
き
も
の
展
示
会
（
十
日
町
服
装
学

　
院
）

▽
雪
具
展
（
同
）

▽
消
雪
科
学
展
（
＋
高
前
）

▽
書
道
展
、
華
道
展
（
専
門
店
会
事

　
務
所
）

▽
ス
キ
！
滑
降
大
会
（
吉
田
権
現

　
山
）

来
月
⑫
日
か
ら
新
庁
舎
で

月
末
に
庁
舎
案
内
特
集
号
発
行

　
一
昨
年
の
夏
か
ら
山
本
地
内
で
建

設
中
だ
っ
た
市
役
所
新
庁
舎
は
、
昨

年
暮
れ
に
一
応
引
き
渡
し
が
行
な
わ

れ
、
来
月
十
一
日
に
移
転
を
終
了
し

十
二
日
か
ら
新
庁
舎
で
業
務
を
開
始

し
ま
す
．
本
町
二
丁
目
の
現
在
の
庁

舎
は
、
十
日
ま
で
業
務
を
行
な
っ
て

い
ま
す
が
、
時
期
的
に
雪
中
移
転
を

行
な
い
ま
す
の
で
事
務
的
に
多
少
の

混
雑
等
ご
不
便
が
あ
る
か
も
わ
か
り

ま
せ
ん
が
よ
ろ
し
く
ご
了
承
の
ほ
ど

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
新
庁
舎
の
移
転
に
と
も
な
い

今
月
中
に
新
庁
舎
ご
案
内
の
特
集
号

を
「
市
報
と
お
か
ま
ち
」
で
全
戸
に

軍
人

配
布
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
新
庁
舎
の
電
話
番
号
は

　
新
庁
舎
の
代
表
電
話
は
、
七
局
の

三
一
一
一
番
で
す
。

恩
給
な
ど

　
　
特
別
弔
慰
金
の
申
請

　
軍
人
恩
給

　
昭
和
三
十
六
年
法
律
百
三
十
九
号

加
算
恩
給

　
昭
和
四
十
四
年
九
月
三
十
日
を
も

っ
て
時
効
に
な
り
ま
す
の
で
軍
人
恩

給
（
加
算
恩
給
）
に
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
方
は
、
期
間
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
九
月
三
＋
日
以
後

は
時
効
に
な
り
ま
す
。

　
特
別
弔
慰
金

　
戦
没
者
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金
（
改
正
法
）

　
特
別
弔
慰
金
申
請
は
昭
和
四
十
四

年
六
月
三
十
日
で
時
効
に
な
り
ま
す

戦
没
者
の
妻
子
父
母
が
公
務
扶
助
料

又
は
、
遣
族
年
金
を
受
給
し
て
お
っ

て
昭
和
四
十
年
三
月
末
日
ま
で
に
死

亡
し
た
場
合
、
兄
、
弟
．
姉
、
妹
が

特
別
弔
慰
金
の
申
請
が
出
来
ま
す
の

で
六
月
三
十
日
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
以
後
は
時
効
に
な
り
ま

す
。　

　
国
税
の
不
満
は

　
審
査
請
求
を

　
関
東
、
信
越
国
税
局
新
潟
税
務
相

談
所
で
は
．
国
税
の
不
満
や
税
金
の

が
豊
富
に
出
回
っ
て
い
る
の
で
、
お

金
さ
え
出
せ
ば
、
い
く
ら
で
も
手
に

は
い
り
ま
す
が
…
…
．

　
切
干
し
大
根
が
お
い
し
い
季
節
。

　
切
干
し
大
根
も
、
あ
ま
り
古
い
も

の
は
味
が
よ
く
な
い
の
で
、
新
し
い

も
の
を
え
ら
び
ま
す
。
新
し
い
も
の

は
、
こ
じ
わ
が
少
な
く
、
白
っ
ぽ
く

て
、
み
れ
ば
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。
ぬ

る
ま
湯
に
少
し
つ
け
て
お
き
、
油
あ

げ
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に
煮
つ
け
た
り

べ
ー
コ
ン
や
豚
肉
の
コ
マ
切
れ
な
ど

と
い
っ
し
ょ
に
い
た
め
て
食
べ
る
と

た
い
へ
ん
お
い
し
い
も
の
で
す
．

少
し
高
目
の
よ
う
で
す
が
、
根
み
つ

ぽ
が
出
は
じ
め
ま
す
。
お
す
ま
し
の

中
へ
入
れ
た
り
す
る
と
、
春
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。

苦
情
相
談
等
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ

ぞ
れ
審
査
請
求
や
相
談
所
の
利
用
を

望
ん
で
い
ま
す
．
審
査
請
求
の
方
法

は
、
税
務
署
長
か
ら
の
決
定
の
通
知

を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
、
一
ヵ
月

以
内
で
様
式
は
、
税
務
署
に
あ
り
ま

す
。
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
所

轄
税
務
所
又
は
、
関
東
信
越
国
税
局

協
議
団
体
新
潟
支
所
（
新
潟
市
営
所

通
り
二
六
九
二
）
へ
お
間
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

警
察
庁
舎
新
築
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
安
も
強
化

　
山
本
地
区
に
新
築
移
転
し
た
十
日

町
警
察
署
庁
舎
の
落
成
式
は
二
＋
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擬
．
，

、
　
軍

日
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
同
庁
舎
は
、
昨
年
六
月
以
来
、
総

工
費
約
四
千
六
百
万
円
で
着
工
さ
れ

鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
三
階
建
、
延
坪

九
百
八
十
四
・
五
平
方
灯
、
建
坪
三

百
六
十
六
平
方
財
の
モ
ダ
ソ
な
遠
い

庁
舎
で
す
．
市
街
地
の
中
心
部
か
ら

山
本
地
区
に
移
り
ま
し
た
が
、
同
署

で
は
今
後
い
っ
そ
う
機
動
力
を
フ
ル

に
発
揮
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

し
、
治
安
に
当
た
る
と
い
っ
て
お
り

同
時
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

望
ん
で
い
ま
す
。

【
写
真
は
完
成
し
た
警
察
庁
舎
】

　
歳
末
た
す
け
あ

　
　
い
寄
付

▽
東
京
都
在
住
庭
野
日
敬
“
十
万
円

▽
十
日
町
北
・
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
“

生
活
保
護
家
庭
に
タ
オ
ル
ニ
百
六
十

本
▽
一
市
民
“
三
千
円
▽
十
日
町
警

察
署
よ
り
田
村
久
司
“
百
円
▽
市
内

う
と
木
内
藤
直
義
（
神
奈
川
県
の
出

稼
ぎ
先
よ
り
）
U
五
百
円
▽
十
日
町

主
食
販
売
企
業
組
合
“
生
活
保
護
家

庭
に
十
日
町
そ
ば
三
百
三
十
束
▽
立

正
佼
成
門
会
青
年
部
（
代
表
庭
野
重

男
）
街
頭
募
金
を
十
二
月
十
五
日
に

行
な
い
“
一
万
七
千
六
百
六
十
三
円

▽
魚
野
田
川
常
角
熊
吉
“
一
万
五
百

円
▽
下
条
地
区
婦
人
会
“
三
千
円
▽

天
使
幼
稚
園
母
の
会
（
代
表
野
沢
テ

イ
）
U
毛
糸
肩
か
け
十
枚
、
現
金
百

六
十
円
▽
新
潟
県
信
用
組
合
“
母
子

家
庭
に
シ
ャ
ソ
プ
ニ
百
コ
▽
泉
町
庭

野
貴
美
子
“
千
二
十
一
円
▽
昭
和
町

一
丁
目
庭
野
、
・
・
ヨ
ノ
H
千
円
▽
下
条

　
　
　
　
　
ヤ
ぬ

上
新
由
簡
易
保
険
組
合
（
代
表
近
藤

静
江
）
“
三
千
円
▽
十
日
町
・
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
“
九
千
八
百
八
十
五
円

▽
十
日
町
北
ロ
；
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
。
“

六
千
五
百
九
十
円
▽
互
扶
の
傘
（
代

表
大
津
又
八
）
“
四
千
五
百
九
十
一

円
▽
群
馬
県
人
会
“
千
五
百
円
▽
東

北
電
力
株
式
会
社
十
日
町
営
業
所
青

年
部
u
一
万
円
▽
水
野
町
大
島
伊
一

“
千
円
▽
一
市
民
“
一
万
円
▽
千
葉

県
在
住
田
村
圭
次
u
三
万
円
▽
市
民

合
唱
団
“
四
千
五
百
一
円
▽
十
日
町

高
校
二
年
四
組
一
同
“
七
百
九
十
一

円
▽
小
泉
関
口
和
夫
腿
五
百
円
▽
十

日
町
ジ
ェ
ニ
ア
青
年
学
級
生
一
同
“

千
三
百
三
円
▽
高
田
町
一
丁
目
庭
野

清
吉
＝
千
円
▽
匿
名
“
千
百
三
十
円

▽
ニ
タ
子
水
落
賀
一
“
二
千
円
▽
本

町
二
㈱
田
倉
呉
服
店
従
業
員
一
同
“

四
千
三
十
四
円
。

タ
バ
コ
は
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

タ
パ
コ
の
代
金
の
う
ち
か
ら
納
．
入
さ
れ

る
鋭
金
は
．
衛
の
道
路
、
学
校
等
の

経
費
に
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
．

．
誕
繍
羅
鑑
．

三
十
一
日
ま
で
受
付
け

保
育
所
入
所
申
請

衣
　
　
　
類

　
新
し
く
幼
稚
園
や
小
学
校
に
は
い

る
お
子
さ
ん
た
ち
の
洋
服
類
は
、
い

ま
の
う
ち
か
ら
準
備
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
二
月
と
い
う
月
は
、
衣
類
が
比

較
的
に
安
く
手
に
は
い
り
ま
す
か

ら
、
育
ち
ざ
か
り
の
小
さ
い
お
子
さ

ん
の
衣
類
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
、
安
い
生
地
で
、
い
た
ん
だ
ら
順

次
新
し
い
も
の
を
買
っ
て
い
く
方
が

お
得
の
よ
う
で
す
．

　
お
と
な
の
冬
物
も
、
二
月
は
あ
ち

こ
ち
の
商
店
な
ど
で
大
売
出
を
や
っ

て
い
て
、
案
外
安
価
で
す
。
予
算
と

に
ら
み
あ
わ
せ
て
、
買
っ
て
お
く
の

も
よ
い
で
し
ょ
う
．
た
だ
し
、
安
い

か
ら
と
い
っ
て
余
計
な
も
の
ま
で
買

い
こ
ま
な
い
こ
と
で
す
．

　
七
日
は
針
供
養
て
す
が
、
こ
の
節

一
般
の
家
庭
で
は
、
こ
ん
な
行
事
を

行
な
う
と
こ
ろ
は
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
時
に
は
、
そ
ん
な
こ
と
も

思
い
お
こ
し
て
、
裁
縫
箱
の
中
の
整

◇◇

が
、
そ
ん
な
と
き
、
春
ら
し
い
も
の

に
か
え
て
み
る
と
、
気
も
晴
れ
や
か

に
な
る
も
の
で
す
。

　
室
内
も
月
末
ご
ろ
か
ら
ぼ
つ
ぼ
つ

模
様
が
え
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
家
の
中
が
ず
っ

二
月
の
く
ら
し

理
を
し
て
お
く
の
も
、
ま
た
楽
し
い

こ
と
で
す
．

　
中
旬
を
過
ぎ
た
ら
、
ぽ
つ
ぽ
つ
、

春
着
の
準
備
も
始
め
ま
し
ょ
う
。
二

月
に
な
る
と
、
陽
気
が
急
に
春
め
い

て
、
あ
つ
ぼ
っ
た
い
マ
フ
ラ
：
な
ど

重
く
感
じ
る
日
が
あ
っ
た
り
し
ま
す

◇◇

と
明
る
く
、
外
で
彷
い
て
帰
っ
て
く

る
人
た
ち
も
、
春
を
迎
え
る
楽
し
さ

を
味
わ
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
食
　
生
　
活

　
二
月
は
、
一
年
中
で
い
ち
ぽ
ん
青

野
菜
の
不
足
す
る
月
と
い
わ
れ
ま

す
。
も
っ
と
も
、
最
近
は
温
室
野
菜

　
昭
和
四
十
四
年
四
月
保
育
所
入
所

を
つ
ぎ
に
よ
り
申
講
受
付
け
し
ま

す
．一

、
受
付
期
間

　
一
月
二
十
日
か
ら
一
月
三
十
一
日

ま
で
．

二
、
提
出
書
類

　
保
育
所
入
所
申
請
書
一
通
、
父
母

祖
父
母
、
兄
姉
で
給
与
所
得
の
あ
る

方
は
、
昭
和
四
十
三
年
分
源
泉
徴
収

票
の
写
し
を
必
ず
添
付
し
て
下
さ

い
．
尚
前
年
の
納
税
が
他
の
市
町
村

の
場
合
は
、
市
町
村
民
税
の
税
額
証

明
書
を
添
付
し
て
下
さ
い
。

三
、
提
出
先

　
十
日
町
市
役
所
内

　
　
　
社
会
福
祉
事
務
所

四
、
申
請
用
紙

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
及
び
各
保
育

所
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
お
申

し
出
下
さ
い
。

五
　
入
所
予
定
人
員

　
施
設
区
分
、
三
才
以
上
児
。
三
才

　
未
満
児
、
計
の
順

十
日
町
保
育
所

　
　
　
　
　
一
八
二
〇
　

三
八

高
山
保
育
所
　
四
　
一
三
　
　
一
七

鐙
島
保
育
所
　
八
　
　
八
　
　
一
六

北
越
保
育
園
　
九
　
一
七
　
　
二
六

十
日
町
幼
児
園

　
　
　
　
　
三
六
　
　
　
〇
　
　
　
三
六

四
日
町
保
育
園

　
　
　
　
　
二
二
　
一
四
　
三
六

合
計
　
九
七
七
二
一
六
九

六
、
入
所
資
格
者

　
十
日
町
市
に
住
民
登
録
し
て
あ
っ

て
保
育
に
欠
け
る
児
童

七
、
以
前
に
申
請
書
を
提
出
さ
れ
て

　
あ
る
方
は
再
提
出
し
て
下
さ
い
．

　
寄
　
付

　
つ
ぎ
の
か
た
が
た
が
社
会
福
祉
事

業
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

◎
市
内
一
丁
目
上
高
橋
与
吉
さ
ん
は

　
昨
年
十
一
月
十
一
日
香
典
返
し
と

　
し
て
五
万
円
。

◎
＋
日
町
実
業
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

　
（
代
表
小
林
ヤ
イ
子
）
は
．
昨
年

　
十
一
月
十
一
日
バ
ザ
ー
売
上
金
九

　
千
円
。

◎
而
内
伊
達
村
山
昇
治
さ
ん
は
、
昨

　
年
十
一
月
二
十
六
日
香
典
返
し
と

　
し
て
五
万
円
。

◎
市
内
加
賀
糸
屋
町
飯
林
織
物
株
式

　
会
社
（
代
表
飯
塚
清
吉
）
は
、
、

　
香
典
返
し
と
し
て
五
万
円
．

◎
而
内
本
町
西
一
丁
目
堤
栄
二
氏
、

　
妻
ヨ
キ
さ
ん
死
亡
に
依
る
香
典
返

　
し
と
し
て
五
万
円
を
寄
付
。

　
二
月
の
交
通
事
故
相

　
談
は
中
止
し
ま
す

　
二
月
は
、
新
市
庁
舎
へ
の
移
転
の

た
め
中
止
し
ま
す
。
な
お
三
月
は
、

予
定
ど
お
り
第
二
金
曜
日
の
十
四
日

に
な
り
ま
す
。

入
場
券
の
半
片
は
必
ず

受
け
取
り
ま
し
よ
う

　
映
画
、
演
劇
、
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
催
物
の
会
場
へ
入
場
す
る
際

は
、
入
場
券
の
半
片
を
必
ず
受
け
取

り
、
完
全
な
納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
．
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

重
症
心
身
障
害
児
者
施
設
に

「
お
む
つ
」
を
／

　
重
症
心
身
障
害
児
者
施
設
等
に
お

け
る
入
所
者
の
大
部
分
は
、
神
経
麻

痺
の
た
め
、
小
便
を
も
ら
す
状
態
に

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
人
達
を
扱
っ
て
い
る
施
設
で

は
、
現
在
「
お
む
つ
」
の
調
達
に
困
っ

て
お
り
、
こ
の
た
び
県
が
主
体
に
な

り
、
重
症
心
身
障
害
児
者
施
設
等
に

「
お
む
つ
」
を
贈
る
運
動
を
始
め
ま

し
た
。
も
し
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に

使
用
し
て
な
い
「
お
む
つ
」
（
出
来

た
ら
一
・
五
君
を
輪
に
し
た
大
き
さ

の
も
の
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
来
た
る

一
月
三
十
一
日
ま
で
に
．
十
日
町
市

社
会
福
祉
事
務
所
ま
で
、
お
手
数
で

も
お
届
け
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
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